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地方自治体におけるＣＭ方式を活用した道路整備事業 
 

兵庫県豊岡市役所 日高総合支所地域整備課  宮下 心 

 

1  はじめに 

1580 年、但馬攻略のためにこの峠を通過した秀吉軍は峠の通行に難渋し、「珍なる

坂だ」と嘆いたことから「珍坂峠」と命名されたと語り継がれている。古来、旧山陰道から

但馬国府、国分寺への往来にはこの峠が主幹線だったと思われるが、時代の波は東

側の国道 312 号に移り、現在では犬しか通れない「犬道」と住民は自嘲する。 

この地 域 周 辺 では廃 村 に至 った集 落 が 

戦後だけで 4 つもあり、それだけに道路整備

への要求が強い。そこで、道路建設を訴える

請願が平成２年に行われ、平成 14 年～18 年

の５カ年で事業化された。 

事業名称：知見八鹿線道路整備事業 

道路規格：３種４級 ２車線 

道路延長：2,772ｍ 

       （うちトンネル延長 1,563ｍ） 

                                          

２ 事業の執行方法 

この地域には希少種であるクマタカが営巣

しており、しかも表１に示す技術的な課題があった。さらに２つの行政区にまたがって事

業を執行しなければならない課題があった。さらに、工事完成後は県に事業を移管して

引き続き県道としての道路整備を行う必要があった。このため、豊岡市、養父市の間で

協議した結果、民間の技術を活用して技術的、行政上の課題を解決するＣＭ（コンスト

ラクション・マネジメント）方式の導入を決定した（図２参照）。 

道路建設のための調査や予備設計は事業の１年目に済ませていたが、ＣＭ方式の

検討、業者選定は２年目に実施した（表２参照）。ＣＭを受注した業者（ＣＭＲ）が着任し

た後は、ＣＭＲと役所担当者が一体となり事業を執行した。 

 

知見八鹿線知見八鹿線

図１ 現地案内図 
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表１ 本事業における課題（当初） 

 

発注者

施工者

発注者 

ＣＭ 施工者

従来の施工 ＣＭ導入した施工

施工請負 技術支援 施工請負 

図２ ＣＭ方式と主要課題 

ＣＭの基本的な部分

本ＣＭの特殊性の部分

関係者間調整

猛禽類保護

コスト管理

工期厳守

品質管理

地元貢献

「知見八鹿線道路整備事業におけるＣＭ方式の導入について」 

資料２－４ 
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３ 事業の執行 

ＣＭＲは事業期間後

半の３年４ヶ月間、事業

に関与した。メンバーは

全体を管理する非常駐

のチーフマネジャ ーと

全期間常駐する工務サ

ブマネジャー、主として

工事期間から常駐する

マネジャーと施工担当

サブマネジャーの４名である。ＣＭＲはその専門性を活かした地質評価、積算、施工 

管理などに従事するほか両市や県、各種委員会などとの連絡調整、ホームページや 

学会活動などの情報公開、猛禽類の保全対策など全社をあげて総力を注ぎ業務を行

った。 

トンネル工事における行政の代行を主目的としたＣＭ方式導入は国内でも初めての

ため、ＣＭアドバイザー

による定期的なモニタリ

ングやＣＭＲ選 定に携

わった外部有識者を含

むＣＭ委員会で運営の

妥当性を検証した。 

ま た 、 Ｃ Ｍ Ｒ の 技 術 

提 案 に対 してはトンネ

ル技 術 検 討 部 会 で 評

価 し て 事 業 を 遂 行 し

た。 

ＣＭＲの作業内容に

つ い て は 、 詳 細 設 計 

段階、工事発注前段階、工事段階など事業の進捗に応じて各マネジャーが実施すべ

き項目について業務仕様書で規定していた。 

代表的なＣＭＲによる実施内容について以下に述べる。 

 

３．１ 事業発注補助 

詳細設計業務、明かり工事、トンネル工事などの発注に際し、ＣＭＲは発注時期や

発注仕様の検討を行った。総合評価方式で発注した詳細設計業務やトンネル工事 

では、技術課題の設定や技術提案結果を整理して選定委員会メンバーへの説明を 

担当した。 

 

事業期間

調査

設計

ＣＭ期間
チーフマネジャー
マネジャー
工務サブマネジャー
施工サブマネジャー

明かり工事
　豊岡側
　養父側

トンネル工事

仕上げ工事

台風23号
イベント

（県担当）

養父市合併 豊岡市合併 兵庫国体

H18 H19年度

常駐

非常駐

H14 H15 H16 H17

助言↑ ↓報告 ＣＭモニタリング・報告↓ ↑情報

←報告

助言→

←報告 　

助言→ 指示 調整 　

命令 報告

←報告
助言→

 
  

 

ＣＭアドバイザー
エイトコンサルタント

　 豊岡市・養父市

発注者

環境調査
検討委員会

猛禽類調査 明かり工事 トンネル工事

兵庫県

コンサルタント 施工者 施工者

連絡調整・各種協議
（発注者・関係機関・施工者・地元）

まちづくり技術センター
設計者

ＣＭＲ

トンネル技術検討部会

ＣＭ委員会

コスト管理

測量・調査

その他工事

情報公開
ホームページ・見学会等

猛禽類対策

工程管理

品質管理

図３ ＣＭ方式による事業体制 

表２ 事業執行工程表（開通までの予定を含む） 
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３．２ 技術監理 

ＣＭＲに与えられた技術監理の内容には、地質調査結果や明かり工事およびトンネ

ル詳細設計に対する精査、工事開始後のコスト、工期、品質の監理などがある。これら

の技術課題については、ＣＭＲは専門性を活かしてトンネルの地山評価、設計図面の

精査、積算資料の確認の他、工事段階では明かり工事部の支持地盤の確認を実施し

た。また、トンネル工事では最もコスト、工期に影響する切羽の判定を毎日実施すること

により、適正な支保パターンの選定、補助工法の指導を行うとともに、設計変更に伴う

積算を行った。 

 

３．３ 連絡調整、情報公開 

ＣＭＲによる連絡調整、情報公開の主な項目を表３に示した。ＣＭＲの業務内容に 

ついては「各種連絡調整への協力、支援」として業務仕様書に規定した。豊岡市、  

養父市それぞれの地元や議会、さらに県の土木事務所や県庁に対する調整、協議、

あるいは見学者や取材に対する対応が事業の進捗に伴って頻繁に必要となった。 

この際、ＣＭＲは役所ないし現場に常駐して本業務に専任する利点を活かして   

役所担当者の代行として数多くの項目を担当した。 

表３ ＣＭＲの活動区分と活動項目（抜粋） 

※この他、コスト管理、品質管理、工期管理、猛禽類保全などＣＭＲが役所

の代行として行う技術項目あり 

消防協議、 警察協議 （ 両市）

事業およ び工事説明会 （ 両地区）

詳細設計業者

ト ンネル工事業者

詳細設計業者

ト ンネル施工業者

兵庫県施工管理技士会の現地見学会対応

兵庫県Ｃ Ｍ研究会の現場見学対応

事業紹介パンフレ ッ ト の作成

学会・ 新聞社等から の取材対応

地元見学会の資料作成、 説明

週間工程会議の開催

両市長・ 両市議員の現場視察対応

断層突破に関する 資料作成、 説明

ホームページ更新

公告資料の公開

技術ＷＧ の資料作成およ び出席、 事前説明

両市間の連絡調整

両地区小学校見学会開催

月間工程会議の開催

Ｃ Ｍ委員会の資料作成およ び出席、 事前説明

業者選定結果の公開

県事業の概略工程の検討

工事終了後の地元立会

農林振興事務所と の協議

期成同盟会への参加

県への事業引継（ 豊岡市側、 養父市側、 県庁）

連絡調整

明かり 工事責任分担表の作成

週間工程の周知

概略週間工程表の作成、 周知

貫通式イ ベント の調整

豊岡市（ 日高町） ・ 養父市（ 八鹿町） 議会説明資料の作成

地元要望の確認、 ク レ ーム対応

利水組合立会

農業委員会協議の実施

その他 台風時の事業進捗対応（ 事業への専従）

情報公開

明かり 工事進捗状況の紹介

関係者への事業進捗状況報告

ト ンネル名称の公募

他事業の会計検査・ 兵庫国体の開催時の事業対応

Ａ Ｇ Ｆ 施工技術研修会の資料作成、 説明

実貫通イ ベント の調整

両市広報への事業紹介

豊岡農林・ 和田山土地改良の現場見学対応

各種イ ベント 参加によ る 事業アピ ール

ト ンネル工事技術研修会の資料作成、 説明

ウ ォ ーク イ ベント 参加者コ メ ント の展示

土木学会等での論文発表

実貫通イ ベント の開催

貫通式でのパネル展示およ び現場進捗プレ ゼン

安全パト ロ ールの実施

活動項目

　

　

　

市町村合併時の事業継続

ボーイ ス カウ ト 見学会開催

ト ンネルウ ォ ーク イ ベント の開催と 資料作成

ウ ォ ーク イ ベント の調整（ 日高町、 八鹿町）

ト ンネル工事進捗状況の紹介

連絡調整会議の開催
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表３に示すように、ＣＭＲが実施した項目は当初想定した項目をはるかに上回った。

地方自治体が一般的に行う地元対応や県との調整だけでなく、各種見学者への対応

や学会発表などに関わったが、スムーズに運営できたと評価している。 

 

４ ＣＭ方式導入の成果 

ＣＭ業務は平成 19 年 3 月末に完了したが、工期、品質を十分に満足するもので、

図４に示すようにコスト削減の目標

も達成できた。 

事業の進捗状況は両市のホー

ムページや広報で順次紹介したが、

図５に示すように全体で 9,000 件を

上回るアクセスがあった。ホームペ

ージを見た方から激励をいただい

たこともあった。 

また、市担当分の事業完了時

に地元を対象に行ったアンケート

結果においても、ＣＭ方式に好意

的な意見が多数よせられた。 

平成 16 年 10 月 20 日に台風

23 号が当地を来襲し、豊岡市で

は総雨量 360mm、死者７名、家屋

全壊 333 棟、半壊 3,773 棟で激甚

災害指定地となった。工事現場の

被災は最小限であったが、翌１月

末の災害査定のために市職員は

寝食を忘れる作業の連続となった。

このような状況下においてもＣＭＲが専任組織として活動できたため、明かり工事の  

監理やトンネル工事業者の選定などの業務を予定通りに遂行することができた。この 

ほか、市町合併に伴う影響も最小限に抑えることができ、最終的には当初工程より早く

事業を完了させることができた。 

 

５ あとがき 

事業の最終年度にはクマタカの雛が誕生し、無事に巣立った。現在、「犬道」を返上

する工事は兵庫県に引き継がれ、平成 20 年春の供用開始に向けて工事が進められて

いる。 

２つの行政区にまたがり猛禽類も生息する地域における初の本格的ＣＭ方式の成功

により、他の自治体職員にも公共土木事業への意欲を醸成できると自負しているが、

今後ともＣＭ方式が導入され発展していくことを望むものである。 

「知見八鹿線かわら版」閲覧件数（Ｈ１９．２．２８現在）
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図４ コスト縮減結果 

図５ ホームページ閲覧回数 


